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こわかった  大
だい

しんさい

おやつを  たべる  じゅんびを  して いると  

ガ
が

シ
し

ャ
ゃ

ン
ん

  ガ
が

シ
し

ャ
ゃ

ン
ん

花
か

びんが  おっこちて  2 つに  われちゃった  

みんなが  たいせつに  して  いた  花びんなのに

3 月
がつ

11 日
にち

わたしは  いっけいじまほいくしょの  さくらぐみだった

こうすけくんが

「いやだよ  いやだよ」

と  ないて  ス
す

ト
と

ー
う

ブ
ぶ

の  すみに  かくれた  

わたしも  こわくて  

つくえの  まわりを  うろうろ  うろうろ  した

「大
おお

きい  じしんだから  つくえの  下
した

に  もぐりなさい」

と  えいこ先
せん

生
せい

に  いわれた

ぐらぐら  ぐらぐらと  よこに  ゆれて  いた  

上
うえ

  下  上  下  よこ  よこと  ゆれた    

いやだな  はやく  おわれば  いいのになあ  

ずっと  ずっと  つづいて  いた

中
ちゅう

おうこうみんかんの  2 かいに  のぼって  いる  とき  

下を  見
み

たら  ちょっと  ちゃいろい  水
みず

が  入
はい

って  きた  

足
あし

に  ぱしゃぱしゃ  かかった  

いやだ  いやだ  こわいよう  

3 かいに  ついたら  足が  びしょびしょ

3 かいの  まどから  ほいくしょを  見たら  

ほいくしょが  ぜんぶ  なくなって  いた   

中おうこうみんかんも  ながされたら  どう  しよう  

とても  こわくて  しんぱいだった

よるが  2 かい  すぎて  

つぎの  あさ  じえいたいの  

ヘ
へ

リ
り

コ
こ

プ
ぷ

タ
た

ー
あ

が  きて  くれた  

よかった  たすかった

（作文宮城 60 号　特別編

『あの日の子どもたち』より）

第
2
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災
害
に  

つ
い
て  

知
る

学級活動

今
き ょ う

日の  学
がく

習
しゅう

で、「わかった  こと」　「気
き

づいた  こと」

「思
おも

った  こと」を  書
か

きましょう。
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